































































































































































































































































































































































田櫓　　　鞠魯 胆縫 旺1尋慰 回坤皿固（　　　　　や［n漏訳扉倉騨
図為　　　や埋 羅想 呂わ鍾・い β鍾想寓”　　　　　揖的細寸 鰹喫髄
































































































認ドトノニ製鱗Ψ堂潟乾想瓢融 駆曜 e／u臨由恥 岡為踵①螂喫萎Φ　　e　， 理刃［田
息密鞠、》二騒仔刃，」駅遇ドノρ 嶺為 Φ5自トノ刃 回’u　．灸K一いeぺ～　トる 掴卜Jぐ
咽製ツ⇒巾10。麺岬喫・o騒む坦 艦釈 ・皿逼染⇒ゆ 皐りv仔　．灸頭ρ　　eゆ。 蝦岬廉
召匝±≦円霞‡亘うし」へぞギs5；　5　　　ろ！～慧起 9 灸く口刃櫓 ゆ麺曝怠鶯2樹　馴二殿 腐輿
挙掴雌申楚小寝製櫃　　紬興舳瀞 。わ図奉尋 喫 聡飴ハ価　　　　　卜 →く灸
m⊃踵粕幻喫り掴遡　　．。二》 ゆ齪　．．胴 二 粛冥ホ掴　　　　　爬 》ゆ






























































































廉 遜 蚤9躍暇 姻 旧
召 層 謬枯昼も 闇 e
回 謳僻田鍾 回 ぐ




























































椥裂　　　　　　　　並ゆ　　　　　　　　　　　　　　喫瀦 2無P 駅粛v言誕　　　　　　　　ゆ≦　　　　　　　　　　　　　智爬 中灸一＜ ．財二
》⇒　　　　　　　　二粒，ミ　　　　　　　　　　　　　”）
健　　　　囚cq　　　　　諫潔
羅香　　繍監　　　　　髄
曜騨　　　息禰　　　　　　輔
囎罧　　瀦鯉　　　　蟹
受群　　　野震　　　　　艶
十髄oq
掴　o潟
《ゆ擢
⊃蝦　．パ
頴鞭⇒N
ρ’u荘攣
oゆ曝皿
枯櫓掴網
」胞（聯
9鞠トノ
兆樫o
想椥ゆ
刃而想
り　。融
ゆv迦鞠二r口
粒トノ皿
築b　．
》賑ゆ　　　　　縫蝦退　　　　　　　　　　くト唆 桶剛側） 酎oト’パ
い　．愈　　　　　　艦㎎梱　　　　　　　　　　　　o・ド 督螢：ミゆ 幽為⊃の
睡Ψ”　　　　　　≦P如刃　　　　　　　　　　　　舶垣 埜為1宰 聡麗婁・
＜卜幻O　　　　　　艦幻U　　　　　　　　　　　　田如パ 〈卜吋十、杓 粛刃濯寸
u慰　　　　　　　　”＾o　　　　　　　　　　　　　盤刃ゆ ”〃ハ」 ぐ梱駆
，
刃宰二冥e対愈憩ge　　　　　　　　　　　　　　韻刃μ e二む填～e⊃ド⊃腐　　　e　． 蕪
り細μ〉や翼為灸麺頓　　　　　　　　　　　　　　　築腎Q曜 9粒”むρ憩～二鰻踵　　　駐o 想
・い梱腐ド悩⇒o嗣累捉　　　　　　　　　　　　　9櫓響ア 漁マ為セ禦鋸o如”　　　幽魯 ρ
腫隈）o需謹題ll畷ψ　　　　　　　　　　酬iP為轟
潟鯉申灸り㌍ee鑑”　　　　　　　　　　　’緊劇“
二曲想ΦP想ぐ艦，e　　　　　　　　　　　輿由’る
飴1鯉ρ勾田嘔e倉田　　　　　　　　　　　　　　刃並装ひ
P峯駐掴二息1』扉ゆ　　　．トノ
⊃想籠橿縛密巽輩二　　　v椥
蒙姦e岬想章懊　．》　　　鶯や
　　　　　　　　　　　　　02厭艦想製婁e喫耐　 勾嶺ゆ
塊
戚
誘
ρ
櫓
田
Ψ
・ド想蛋榊，為．憩喫と。　　　　　　　　　　u中v誕
①螺eトノeひo灸喫　．ゆ　　　　　　　　　　　　　　二皿二息
ρ，Φ⊃U塵枯宙O灸‘　　　　　　　　　　　鶯トノト’氷
レ勾皿Ψ　o喫u経灸二9　　　　　　　　　　　　　捉⇒⊃裂
虞儀，胴ゆ5嵐・く誕μ曲　　　　　　　　　　　㌍魯鯉e
・く降ト博槍トノ捺。・k麺”　　　　　　　　　　　褻刃選鯉
5想　．虫粥．眠禍釧　　　u刃椥
曜9灸2掴ρ，。諏　　ゆト』や
二無倉ゆoトノ。喫ρ　　鼻ビゆ暇
〉艦喫刃e⇒槍肋鯉　　縞倉蝋
eゆ製潟固毬Pや皿　　　Vヨ息
駅螺ト’螺図想線嶺・い　　⊃む掴
と灸
’亭
D腿
親聖
トノ嘱
初
　
’
t旧小刃嶺い命ゆ駅P5　　　　　　　　　　　　瑠掴梱｛皿
甑価99魚桃o槍鍾e勲　　　　　　　　　　　　　粛扉嘩　．
順’ゆ2糠…1〕鯛二　　癒餌礁
e為為心蝋肺喫u勾　　　り刃梱
トノ灸
⊃e
掴款認顧扇胆顧る想ゆ宴　　　　　　　　　　　　　輩畏皿扁
噌息ゆ想ゆや　。週員〇二』）　　　　　　　　　　　　想　。・鰹
想床息仰二賑ゆ継紹レρ　　　　　　　　　　　　　・Oゆ扁や
踏輿ゆ駅潟認嘉営e喫灸　　　　　　　　　　　　　州虞鰹刃
騒　．二e二繕腐穏Ψ荊齪　　　　　　　　　　　　　・o①・いリ
　ツトノ艦縫蝋腫為鍾2起　　　　　　　　　　　　　頭D二二
刃喫蚤粕拳・やゆゆ　　示ぐρ
螺冥鰍・匝ゆ心届槍　　枯ρ埋
並灸中製＃虞灸K粒　　e椥蘇
ロ国夕い・。腐麟む鰹・橿剣e
l副1制枯5曄冬酬由ゆ　ゴ冨Φ
　駅ゆ喫刃AJ製ρ》＃　　　総皿
暴喫
婁椥
瑚》
観や
蝶為
　簿
》　』→刃いu嬢禦1る虞h命公・い麺灸　　　　縫 ・い．　　灸　　　　槍槍　　頴 赫
⇒　　。5逼　。息　．卜中心刃ρ築～Ψ　。⇒　　　　9 枯釧　　⇒　　　　砲留　　o 輿
小　　櫛5想・昂o⇒勾トノ》い穏。劇製纈　　　　製 ゆ｝　。ゆr　　臨絹　楚 9
團　　価轡“・結二ゆい縄ρ鎚塾Q冒二》　　　　簾
息　　裂二無想ゆ拶蝦櫓ト’A．1くトト’嶺ト’い　　　　　畑
穏　　厭誕二e5瑞紳罎訳Nr。o唄o・い　　　　．
い　喫ヤ帽ゆトノ鳩嶋卸虫e二埠Φ叩旧邸　　　　勾
風　　冥為e二⇒楚Ψ置十引⊃掴喫刃架～　　　　t
掴　　心中財ド息想　。楚掴鍾壁馴い二～　　　　翼
皿　　容想鰍⊃駅A』二卵醒息トノ解製5・い　　　　。
や　剛繭椰瞑榊卜」殿e｝国艦oρ確ρ二　　　　喫
妬　　楚ρ鍾鯉茸e心りe　．”謁eトノ刃　　　　⊃
勢　想や艦曲誕荘二　。序⊃樹小皿vり　　　　梶
之　＋K蹄　。1卸序誕畏e5八灸無廻乙　　　　o
巡　ρe・　。ρ埜トノo』→麺m某～の⇒勾　　　　愚
囎　　o眠・ニトノ電蝦灸小虞ハ蝦～鍾6　　　一回
細　二畑』》喫』）委く荊鶯桑⊃！IRN睾麺　　　目o
麟縣．轟轟
〉加，脚　迦二二
叢窪謎鱗ハ黎》
1鷲謝潜麟》（喫る楚蝋　　’トノ嶺鍾
o励むρ翻．　9⊃μ刃
くロ魯セ潟。や　槍認⊃り
⇒麺梱り爬灸　や息溺ゆ
　　V　o　o
　ゆ愈
　椥h　や小
　扉鯉i
　輩9
　一小
　目灸
　o慕F→　寸
昌　〆り
o含　’
oqく旧禦
ぐ　　　　弓；）曼蜂十あ　癒勲耕録ρ虞　N9　→；》よき　〉生葦　貼ヘミ　　　　　　o　±距　で
岬　　oe田ゆ想　。潟盟二穀llb艦①Ψ1　一田・
麗）卦e趣命　環灘掴縫
刃酬・い畢や腿　橿怜嘱・oで 扉90輩劇桑
皿ゆニトニニ序ゆり刃ド5肖価　．穀や喫　　扉くト・ ＋K婁』3将トニ撃　嶺。．u5 旧盒枯で
』3」e11”ロト’eDeoo瀞〃1ぐ勾製ぐo　輩」二 」想刃L逼嘱　　』ゆ9」⊃ 皿蕉」與
潔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粛
　　　　　　　　　結
　　　　　　　　　量
岬　　　　　　　　　　　　團
肇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮭 蛋　　　　　　　　　　　誕
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1］ A｝　　　　　　　　　　眠　　留
漁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・皿 艦　　　　　　　　　　　るo霜
皿 皿 皿
題田 腔m 題田
肺ゆ 肺o 肺卜
一149一
前田　規子他
とさらに母乳を通して母親であるという自覚と自信を
もてたことで，初めて児の治療方針の選択への意思決
定に参加することができたと思われる．
　看護目標4，5について，今回母乳の量にはこだわ
らず，母児愛着形成を促すための一つの手段として乳
房ケアを行った．K氏は分泌が少ないと焦りを訴える
こともあったが，授乳や搾乳を行い児に触れることで，
児を受け入れる事ができた．術後7日目頃には，乳房
のセルフケアも行えるようになった．母子分離を余儀
なくされた母親にとって，乳房ケアを通しての愛着形
成は有効であった，
皿．考　　察
　胎児異常の告知を受けた妊婦や先天異常児を分娩した
褥婦にとって最も支えとなるのは家族であり，中でも
key　personは夫である．児の誕生により家族の環境は
変化する．そのため，できるだけ早期に家族の支援体制
を整えておく必要がある．しかしK氏の場合，告知後2
ケ月経っていたにも関わらず家族へ怒りを抱いていた．
ショックの絶頂時に更に追い討ちをかけるような「堕せ
たら堕せ」という夫の発言によって，K氏はその後夫を
支援者としてとらえられない状態になっていた．もし家
族が支援者として機能していれば，問題状況の受け入れ
に要する時間に差があるにせよ乗り越えることができる．
しかし，うまく機能していないとマイナス要因となって
しまい，家族の崩壊につながる可能性もある．それを未
然に防ぐためにも告知後のケアの在り方が重要となる．
最近では，出生前診断についての議論が多くなされてい
るが，出産前の妊婦及び家族に対するケアについてあま
り検討されていない．告知を受けた妊婦及びその家族は，
イメージと現実のずれによる先の見えない不安と悲しみ
の中にいる．そんな中でも家族は何らかの対策を見つけ
だそうと動き始める．家族は本来，互いに助け合うこと
によって家族として安定を保とうとする性質を持ってい
る4）．そのため，告知後のフォローは患者，家族と分け
るのではなく「一単位としての家族」5）としてケアを行
なう必要がある．城美奈子等は「患者，家族がもつそれ
ぞれの二一ドを満たすことで，それぞれに心理的安定が
得られ，自立した行動がとれる。」と述べている6）．今
回のK氏の場合は家族間でお互いを理解し合う機会がな
かったため，家族間の調整を行なう必要があった．家族
が互いの二一ドを言葉で表現できるように促すことがで
きれば，家族が支援者として最も効果的な力となる．そ
のため，患者及び家族がどのような思いをしているのか
早期に把握し，二一ドを明確にしておくことが必要であ
る．近年家族全体を対象とする家族看護の視点が取り入
れられるようになってきた．その一つにカルガリー家族
療法がある．家族の面接を通して家族状況を把握し，家
族全体が起こしている悪循環の円環パターンや問題とな
る信念をアセスメントし，理論を基礎とした介入技術を
もちいて，家族システムそのものを変化させようとする
ものであり7），日本でも展開のための模索がなされてい
るところである．具体的な展開方法としては，プライマ
リーナースによるもの，外来看護婦によるもの，訪問看
護婦によるものがある．K氏の場合，告知後2ケ所の病
院を2週間毎に受診しており，1つの病院で継続的なケ
アを受けることは困難であった．その上自宅が遠方とい
うこともあり，外来で夫への面接が全く行なえず，この
点での介入は不十分なまま入院となってしまった．実際
入院時には「夫ならば，こうあるべきだ」というK氏の
抱く夫像のずれで情緒的役割関係に葛藤が生じていた．
そうなると自己価値観が低下し，相手を尊重できず人間
関係の悪化につながる．告知後のK氏にとって家族の支
援は充分なものではなかった．告知後のケアとして，プ
ライマリナース等が本人及び家族それぞれに面接を行な
い，どういった二一ドを持っているかアセスメントして
ケアプランを作成し，実施し評価する一連の流れを確実
に行なっていくこと，また必要に応じて他の医療チーム
との連携をすることも今後の課題となろう．
　今回，先天異常児の母親の看護を行なった．入院をし
た翌日破水により緊急帝王切開が行なわれ，児は小児科
入院となり母子分離となった，児に先天異常があること
は既に分かっており，K氏もそれを理解した上での分娩
であった．家族の支援体制が整っていないままの分娩で
あり，児の受け入れが問題であった．一般に分娩後の母
子分離は母児愛着形成に大きく影響するといわれている．
これは，離ればなれでいることから母子相互作用8）が働
きにくいためである．そのためできるだけ早期の母子接
触が重要となる．またできるだけ児の良い面を強調し，
母親に希望を与える事が母子関係の確立にとって大切で
ある9）K氏の場合は初回の面会が術後3日目になってし
まったが，児に対する愛情の言葉が聞かれたため，母乳
ケアを通して愛着形成を試みた．初回面会時では児の病
状についての発言は控え，実際に目でみた児の状態につ
いてだけ話し，児と接することの楽しさが伝わるように
心掛けた．そして，児を受け入れる姿勢をみせながらも
現実に目を向けることができなかったK氏が，搾乳とい
う行為を通して児に接していくなかで母親であるという
自覚と自信が芽生え，現実と将来に目を向ける事ができ
るようになった．今回の事例では，母子愛着形成を促す
ためにできるだけ早期の母子接触を行ない，児の良い面
を強調して母親へ希望をもたせるとともに，母乳を通し
て児との関わりを積極的にもったことが大変効果的であっ
たと考える．
lV．おわりに
　最近出生前診断について盛んに論じられているが，胎
児異常の告知を受けた妊婦や先天異常児を分娩した褥婦
に対するケアは十分検討されているとは言い難い．その
ような妊婦や褥婦に対して最も支えとなるのは家族であ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　出生前診断告知後のケア
り，家族を見守るというケアは大変重要であるが，見守
る行為だけでは看護者としては不十分である．
　今後告知後のフォローのあり方，家族間の調整，生ま
れてきた子との愛着形成への関わりを総合的に把握し，
積極的に介入していくための具体的方法論の開発が必要
と考える．
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